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アウトライン

１） 日本の各学年での暗算・概算指導

２） シンガポールの暗算・概算指導

３） 議論



３年生での暗算

たし算：十の位から念頭で計算

操作分数：十の位から念頭で計算



４年生での概数と概算

概数：切り捨て、切り上げ、四捨五入を扱う

概算：たし算・ひき算の扱い



４年生での概算

かけ算：１けたの概数同士の計算

わり算：わられる数は２けたわる数は１けた
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整数と計算（第1学年）

◼計算手順の段階的記述

簡単な計算であっても，解答に至るまでの手順を詳しく記述

解答方法について複数提示



暗算（第２学年）

◼暗算指導の実際

第１学年から第３学年まで筆算と並行して指導

十進位取り構造の特徴把握

解答予測の習慣と能力



暗算（第３学年）

◼暗算指導の実際

概算の導入としての暗算指導

十進位取り構造上での工夫した計算

計算の初期段階で解答予測



概算（第４学年）

◼要点

上限と下限から近
似

いずれに近いかを
確認

筆算の誤答チェッ
クとしての役割



概算（第４学年）

◼要点

十進位取り構造
の性質を活用

１０倍，１００倍，
1/10，1/100といっ
た考えを多用



関数電卓：計算手順（小学校第5学年）

◼四則混合計算の計算手順の学習に活用

◼電卓と関数電卓の違いにも言及



関数電卓：複雑計算（小学校第５,６学年）

◼帯分数の計算

◼立方根の計算
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議 論

日本での暗算・概算の位置づけ：

あくまでも筆算が主であり、その解答の妥当性を補完す

るもので、その扱いは単発的である

シンガポールでの暗算・概算の位置づけ：

その後の関数電卓の使用を前提に、関数電卓等で求めた

解の妥当性を検証するもので、その扱いは系統的である


